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#13-03 

【１月１２日～１月１８日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２５年１月２２日 

在ウクライナ大使館 

 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼検事総長の傷害致死事件への関与の可能性 

・１４日、ルプ議会議長（民主党党首）は、レキャン内相（自由

民主党）及びズプコ検事総長は１２月２３日に発生した傷害

致死事件の捜査に影響が出ないようにするため、捜査終了

まで同ポストから離れるべきである旨発言。同日、検事総局

報道官は、ズプコ検事総長が捜査終了まで検事総長の職務

を一時停止したとし、この間ピンチャ第一副検事総長が検事

総長代行を務める旨発表。 

・１４日、与党連合「欧州統合のための同盟」（ＡＥＩ）は、幹部

評議会を行い同事件につき協議、議会特別捜査委員会を

設置することを決定。１６日、内務省は、本件に関する刑事

事件に基づいた捜査を開始。 

・１８日、ズプコ検事総長は、辞表を提出。同日、プラホトニュ

ク議会第一副議長（民主党）は、検事総長及び中央選挙管

理委員会委員長等のポストを野党共産党に譲る旨の提案を

議会に登録。 

２．経済 

▼マクロ経済 

・１６日、国家統計局は、２０１２年１－１１月期の貿易収支に

ついて、輸出額が１９億７，４００万米ドル（対前年同期比１．

２％減）、輸入額が４７億８００万米ドル（１．１％増）、貿易収

支が２７億ドルの赤字と発表。 

・１７日、世界銀行は、モルドバのＧＤＰ成長率が２０１３年は

３．１％、２０１４年には４．０％、２０１５年には５．０％を達成

する旨予測。 

▼エネルギー戦略 

・１６日、議会は、２０３０年までのエネルギー戦略を承認。同

戦略はエネルギー基盤を近代化し、再生可能エネルギーを

活用することで、国のエネルギー安全保障を確立するため

に効率的なエネルギー部門を目指す内容。また、同日、２０

１３～２０１５年の省エネルギー分野における行動計画につ

いても承認。 

３．外政 

▼アイデ・ノルウェー外相の来訪 

・１５日、フィラト首相は、来訪したアイデ・ノルウェー外相と

会談し、両国関係深化の可能性に関し協議。アイデ外相は、

モルドバの欧州統合路線支持を表明。 

・１５日、レアンカ副首相兼外務・欧州統合相は、アイデ外相

と会談し、両国関係及びモルドバの欧州統合問題等に関し

協議。アイデ外相は、モルドバとＥＵとの査証免除が実現し

た場合、ノルウェーもモルドバ国民に対する査証を免除する

用意がある旨発言。 

▼レアンカ副首相兼外務・欧州統合相のルーマニア訪

問 

・１８日、レアンカ副首相兼外務・欧州統合相は、ルーマニア

を訪問し、コルラツェアン外相と会談。両外相は、モルドバ

の欧州統合に向けた取り組みに関し協議し、両国政府間及

び議会間委員会を２０１３年に開催することで合意。コルラツ

ェアン外相は、モルドバの欧州統合路線支持を改めて表

明。 

▼その他 

・１７日、フィラト首相は、２０１３年のモルドバ政府の優先課

題を発表し、１１月の「東方パートナーシップ」サミットにおけ

るＦＴＡ創設を含むＥＵとの連合協定署名に向けた国内改革

の継続、国家再統合及び沿ドニエストル紛争解決、４％の経

済成長、ルーマニア、ウクライナ及びロシアとの関係活性化

等を列挙。 

▼世論調査 

［モルドバ社会・人口学協会］ 

・モルドバのＥＵ加盟の是非を問う国民投票が実施された場

合の回答 

賛成：５２％、反対：２９％ 

・モルドバの関税同盟加盟の是非を問う国民投票が実施さ

れた場合の回答 

賛成：４８％、反対：２５％ 

・調査は１２月２１日から３０日にかけて１，１９４名の成人を対

象に実施。 

４．二国間関係 

▼ウサトゥイ保健大臣・パリホヴィチ議会副議長の訪日 

・１６日、阿部外務大臣政務官は、訪日中のウサトゥイ保健大

臣の表敬を受け、東日本大震災におけるモルドバ政府の日

本に対する支援につき謝意を表し、両国関係発展を期待す

る旨発言。これに対し、ウサトゥイ大臣は、ＯＤＡの枠組みで

実施された日本のモルドバに対する医療分野における協力

につき謝意を表し、今後も引き続き協力を期待する旨発言。 

・１７日、訪日中のパリホヴィチ議会副議長は、東京における

モルドバワインの展示・試飲会に出席。 

 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。 
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